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 「おはようごさいます」から始まる『チーム草津小』 
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                                 校長 中村 真理子 
毎朝、西門で、登校する子どもたちに「おはようございます。」と声をかけ、朝、登校してくる子どもたちや

地域の方々にも、できるだけお辞儀をするようにしています。中には、私よりも先にお辞儀をしてくれる子ど
ももいます。今は、マスクをしているので、大きな声で挨拶できないこともあります。そんな時に、お辞儀をす
る姿を見ると、挨拶をしてくれていることがわかり、うれしくなります。低学年の中にも、挨拶と一緒にとても
丁寧にお辞儀をしてくれる人がいます。とても礼儀正しいなあと感心しています。 
草津小の子どもたちが最近、さらに素晴らしいと感じているのは、登校時や廊下ですれ違ったときにお
辞儀をしてくれる子どもたちが増えたことです。もちろん軽く頭を下げる会釈がほとんどですが、会釈も簡

単な挨拶場面で使う立派なお辞儀の作法です。特に高学年の子どもたちが、さわやかに会釈してくれるこ
とが多く、その姿に感心し、子どもたちをほめています。子どもたちに相手への思いやりの心が育っている
ことを感じています。 
さて、私は西門で「あいさつ」を行っていますが、「おはようございます。」から始まる明るく元気な学校に
していくために、全教職員がそれぞれの役割を分担して、「チーム草津小」として朝の時間を過ごしていま
す。例えば、上図のように、教育相談担当は職員室につながる電話やメール連絡をもとに、靴箱を巡回し、
子どもの登校状況を把握しています。学級担任は、８時２０分までに教室へ行き、 
子どもたちを迎え、「はげみタイム」をスタートさせています。養護教諭は、体調の 
悪い子どもや、けがの子ども等の対応を行っています。さらに教務や児童支援担 
当者は、校舎内を巡回したり、登校指導のために見回りに出たり、立ち番をしたり 
しています。子どもたちの登校がひと段落すると、校長・教頭・教務を中心に、１時 

間目が始まる頃までに各学級をまわり、子どもたちの観察と指導にあたっています。 
朝の健康観察の時間になっても、連絡なく教室にいない子どもがいると大変心配になります。保護者の
皆様へのお願いです。遅刻や欠席をされる際は、必ず学校へご連絡ください。どうぞよろしくお願いします。 
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令和４年度草津小学校「教室配置図」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 たっぷりと水分を持たせてください!! 
  ゴールデンウイークが過ぎると、気温が上昇します。熱中症事故の防止のためにも、 
お子様と相談していただいて、十分な量のお茶・水・スポーツドリンクの用意をお願い 
します。量の調整が難しい場合は、午後用とあわせて水筒やペットボトルを 2本持た 
せていただいてもかまいません。 
  やむを得ず、持ってきた水分が足りない場合は、職員室で沸かしたお茶をお子様に 
飲んでいただくことも考えています。しかしながら、600人以上在籍する全校児童分の 
予備の水分を毎日職員室で準備することは、難しい状況です。保護者の皆様には、お手数をおか 
けいたしますが、熱中症を防ぐためにも、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
 
 

 

『子どもの心に 寄り添って』     「相談する」ということ 
子どもの様子に、心配や不安を感じた場合、皆さんはどうされていますか。2人の子どもを持つ私は、 
ついつい様々な育児本を読んだり、インターネットで調べたりして何とか安心しようとしてしまいます。時に
は、その情報に振り回されて、発達のためのノルマやマニュアルに縛られたり焦りを感じたりすることもあ
りました。「相談すること」は、結構勇気が必要なことで、難しいと感じる時もあります。「私の悩みをわかっ
てもらえるだろうか。」「変に思われたらどうしよう。」など、いろいろなことがどんどん心配になってしまうこ
ともありました。 
子どもは、一人ひとり個性をもっており、子どもの数だけ成長の仕方があります。大人だって個性をもっ
ており、保護者の数だけ、家族の数だけ、育て方についての考え方、価値観、家庭の事情、そして悩みがあ
ります。その一つひとつが大切にされるべきだと思います。悩みを共有して、それぞれの事情を 
大切にして、対応の仕方や解決の糸口をいっしょに考えてくれる相談相手の存在は、非常に心 

強く感じられます。本校教職員も、教育相談の専門家である草津市のスクールソーシャルワー 
カーも、保護者の方々に寄り添いながら、いっしょに考えていきたいと思っています。お子さんの 
様子で何かご心配がございましたら、学校までご相談してくださるようお願いします。 


